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初期表⽰画⾯

・Tag listか
ら指定エリ
アのタグに
ジャンプ

・地図を拡
⼤し地図を
クリックし
てジャンプ



動画再⽣ クリック
画⾯内クリックで停⽌

動画再⽣速度変更

地図の拡⼤・縮⼩
マウス操作でも可能

オルソの表⽰⾮表⽰
Geotiffの選択・⾮選択

地図から画像の位置移動
マウスで軌跡をクリック

タグジャンプ
タグをクリック

撮影年⽉⽇表⽰
マウスカーソルを軌跡に移動 クリックで画像を

全画⾯表⽰ 全画⾯の時は、
クリックで元の
画⾯表⽰

操作⽅法 １



操作⽅法 ２ 各種計測機能

マウスカーソル
を合わせる

１．位置計測

２．⻑さ計測

３．⾼さ計測

４．⾯積計測

５．タグ登録

６．ラインタグ

７．ポイントタグ

８．ポリゴンタグ

９．バードビュー

＊カメラ切替
＊カメラ１台ですので
機能しません

ここでは、前ページの３次元点計測を組合せた計測⽅法とタグ登録について説明します。
３次元点の計測の⽅法は、前ページまでを参照してください。



２．⻑さ計測
１．⻑さ計測を選択し
街灯と街灯の３次元距離を計測します
まず、１点⽬をオート計測（次ページ参照）で
求めます。マウスを街灯に合せクリック

２．２点⽬を同様に３次元計測で求めると１点⽬からの
距離を表⽰します。
３点⽬以降は、1.2.3の合計距離を表⽰します。

で終了してください。

操作⽅法 ⻑さ計測 3次元の距離計測



操作⽅法 ３ オート計測

各機能を選択すると画⾯の下に表⽰するアイコンの
機能は以下の通りです

左から 計測OK 計測やり直し 計測終了

１．オート計測（⾃動計測）
画像内で選択した点の座標を⾃動で計測します
必ず対象物に近い位置に移動して計測してください。

画像内の選択した特徴点をサーバで前後の画像内で
⾃動検索し計算します。

例）
画像を対象物の近くに進めて、50キロ標識の⽂字を計測
結果は、上からカメラからの距離と緯度経度標⾼が表⽰されます。
画像を移動しても点が対象物に張り付いて動かないので計測成功です。

⾃動検索が失敗することもあります。画像をキーボードの
⽮印キーで画像を移動し計測した点が対象物からズレると⾃動計測
失敗です。点がズレる場合は、その他の計測モードで計測してくだ
さい。



操作⽅法 ⾼さ計測

３．⾼さ計測
１．⾼さ計測を選択し、3次元点をオート計測で
計測するとカメラ位置の路⾯平⾯へ垂線をおろし
その⾼さを表⽰します。

２．２点⽬を計測すると１点⽬と２店⽬の⽐⾼
を表⽰します。

で終了してください。



操作⽅法 タグの登録⽅法
ここでは、タグ登録について説明します。

５．タグ登録 ＊画像の全画⾯表⽰では、タグ登録できません。
タグ登録は、画像内の対象物に３次元タグを作成し、位置情報の共有を⾏うものです。

１．タグ登録を選択し、計測⽅法は、 を選択
カメラ位置の道路⾯にグリッドが表⽰されます。
タグを付けたいところをクリックして点を作ると
タグ情報⼊⼒が表⽰されます。
例では、消⽕栓にタグを登録し消⽕栓と⼊⼒して
います。

２．をクリクリックするとタグが登録されます。
タグが表⽰されないときは、ボタンをクリックして
タグON表⽰としてください。

で終了してください。

3. タグ名称検索欄に
⼊⼒された⽂字を含むタグ名のリスト
が表⽰されます。



操作⽅法 CGの登録⽅法１
ここでは、CGの登録について説明します。登録するCGは、⽤意した⾒本CGのみとなっています。

１．メニュー をクリック
画⾯にCGが表⽰されます CGを選択し

３．計測の画⾯を表⽰２．CGをリストより選択
CGを置く場所の点を計測します
計測⽅法は、

計測⽅法は、 を選択
カメラ位置の道路⾯を拡張した
グリッドが表⽰されます。



操作⽅法 CGの登録⽅法２

４．点を計測するとCGを表⽰ ５． クリックで登録 ６．CGタグの名称⼊⼒しCGタグ登録

７．CGがタグとして登録されます
で登録終了



操作⽅法 地図での距離計測と⾯積計測

地図表⽰で
クリックして
メニュー表⽰

メニューから
距離計測
⾯積計測
を選択

距離計測

図りたい始点と
終点を計測し終点で
マウスをダブルクリック

連続して計測の場合は、
最後の点でダブルクリック

表⽰消去は、☓をクリック

距離計測

図りたい始点と
図形の頂点を計測し終点で
マウスをダブルクリック。

表⽰消去は、☓をクリック



その他の３次元点計測⽅法について



操作⽅法 画像内での計測⽅法につて
画⾯内での計測⽅法は、下記のとおりです

マウスカーソル
を合わせる

・位置計測

・⻑さ計測

・⾼さ計測

・⾯積計測

・タグ登録

・ラインタグ

・ポイントタグ

・ポリゴンタグ

・バードビュー

・カメラ切替
＊カメラ１台ですので
機能しません

画像内で距離や⾼さを表⽰するために３次元点を作成しますが、
ここでは点を作成する⽅法について説明します。
各機能（を選択すると下記の表⽰となります。

左から各計測モードです。
1.オート計測 2.エピポーラ計測 3.⽔平計測 4.キューブ計測

本⽂で説明されていない計測モードについて次ページから説明
します。



操作⽅法 エピポーラ計測１

２．エピポーラ計測
右図のように、画像内で選択した点の座標を２つの異なる
カメラ位置から同じ点を選択して、計測します。
必ず対象物に近い位置に移動して計測してください。

例）
信号の取り付けポールの頂点を計測します、ここでは、
ポールの路⾯からの⾼さ計測のためにポールの頂点を計測し⾼さを表⽰
します。
１）信号の取り付けポールの頂点の近くまで移動し、ポールの頂点
を拡⼤して、選択します。
３次元の動画再⽣ボタンがじゃまになるときは、

このボタンをマウスでクリックしてボタンを消してください。
このボタンは、オンオフ切り替えとなっています。

１）信号の取り付けポールの頂点の近くまで移動し、ポールの頂点
をマウスのボタンを回し拡⼤して、頂点をクリックします。

基線エピポーラライン
計測対象

エピポーラ計測 カメラ位置

カメラ位置



操作⽅法 エピポーラ計測２

２）カメラ位置が⾃動で移動してエピポーララインが表⽰されます。
マウスでポールの頂点が⾒えるように⽅向を調節して、このエピポーラライン上
にあるポールの１）で選択した頂点と同じ位置をクリックします。

＊この時、キーボードの→キー でカメラ位置を移動できます、対象物
が⾒えないときは、カメラ位置を移動して、対象物をクリックしてください。

３）この例では、⾼さ計測の結果が表⽰されます。

計測終了は、 をクリック



操作⽅法 ⽔平計測

計測終了は、 をクリック。

３．⽔平計測
カメラのある位置の地表⾯を基準にグリッドを表⽰し地表⾯の位置とそこからの⾼さをマウス操作で選択
して３次元点を決定します。

例）信号の取り付けポールの頂点を計測します、ポールの路⾯からの⾼さ計測のために頂点までの⾼さを表⽰します。

１）⾼さ計測を選択し、
⽔平計測を選択

２）カーソルに沿って路⾯に
グリッドを表⽰、ポールの
根本でマウスクリック

３）根本から垂線に沿ってカー
ソルを頂点まで移動し
マウスクリックで⾼さ表⽰


